
令和３年度 文部科学省補助事業 
『興味をもって取り組める医薬品の教育』研修会 実施要項 

 
【目的】 
平成 20 年、21 年の学習指導要領の改訂で、中学校の保健体育において「医薬品は、正しく使用

すること。」が盛り込まれ、高等学校の保健体育において「医薬品は、有効性や安全性が審査されて

おり、販売には制限があること。疾病からの回復や悪化の防止には、医薬品を正しく使用すること

が有効であること。」が盛り込まれた。しかし、医薬品に関する指導が始まって以降も、子供たちが

医薬品について正しい知識を獲得できているか、適切な使用行動ができるようになったかとの問い

に対し、養護教諭などの現場の教員からは「必ずしも十分とはいえない。」との意見が少なくない。  
本会ではこれまでに医薬品に関する指導参考資料を作成してきたが、平成 31 年 3 月に、あらた

に『興味をもって取り組める医薬品の教育－小・中・高等学校での実践事例集－』を発行し、各学

校に配布したところである。本冊子では、「子供たちの実態」を踏まえ、「何を学ばせたいか」、「学

習を通して期待する子供たちの姿」を明確に示しており、事例として、子供たちの医薬品使用の実

態に即した課題、医薬品と類似した健康食品やエナジードリンクの問題などを取り上げている。ま

た、本冊子は内容の一部を組み合わせながら活用できる「提案型」として作られており、指導者が

より現場での実践に役立てられるように、本冊子の内容等を紹介する研修会を実施する。 
 
主催：公益財団法人 日本学校保健会 
共催（申請中）：三重県教育委員会 一般財団法人三重県学校保健会 
 

１．日時・場所・定員 
日時：令和 3 年 12 月 15 日（水） 開場 12：00  開会 13：00 閉会 16：30 
場所：三重県総合文化センター 小ホール（三重県津市一身田上津部田 1234） 
定員：140 名（申込先着順、定員になり次第締切） 
※コロナウイルス対策として、隣同士となる着席はご遠慮いただくことになります。 
※開催地による施設使用の要請内容によって、定員の増減があります。予めご了承ください。 

※当日は、マスク着用でのご来場・参加をお願いいたします。また、発熱のある方、体調の優れない 

方のご入場はご遠慮いただきます。少しでも具合が悪い場合は、ご来場をお控えください。 

 
２．対 象：保健体育科教諭、養護教諭、保健主事、管理職、学校薬剤師、学校医、学校歯科医 等 
 
３．参加費：無料 
 
４．内 容：（仮題・敬称略） 
（１）趣旨説明         文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 担当官 
（２）実践発表１「小学校編」      茨城県鉾田市立旭西小学校 養護教諭 関根 幸枝 
（３）実践発表２「中学校編」 伊勢崎市教育委員会 学校教育課 学校保健係長 村井 正典 
（４）実践発表３「高等学校編」     香川県立善通寺養護学校  教  頭 黒田 友香 
（５）講演   「学校薬剤師」との連携のあり方 

講師：一般社団法人日本くすり教育研究所 代表理事 加藤 哲太 
（元東京薬科大学薬学部 特任教授） 
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５．申 込：三重県内在勤の方に限ります。参加ご希望の方は、三重県教育委員会へ申込みくださ

い。 


